
奏海の杜
2024年度(第13期)事業報告
（2024年4⽉〜2025年3⽉）



ユーモアをもって個性を尊重し、新しい価値を提案する

NPO法人奏海の杜 障害があってもなくても
地域を奏でる人になる

子ども広場
にこま～る

耕す
好きな自分になろう

出会う
知ろう、知ってもらおう

育ち合う
お互いに楽しもう

▼

▼

就労事業所
かなみのもり

磨く
⾃分らしさを磨こう

拓く
扉を開けて道をつくろう

奏でる
自分の音で響き合おう

▼

▼



【奏海の杜の事業内容】

１）制度事業

①子ども広場にこま～る(放課後等デイサービス事業)：定員10

地域生活支援まるま～る(日中一時支援事業）：定員５

月～金：放課後～17:00、土：9:00～16:00

②就労支援事業所かなみのもり（就労継続支援B型事業）：定員10

月～金：10:00～16:00

③ショートステイおとま～る(短期入所) ：定員３（2024年度利用実績6名）
限定的な受け入れ 17:00～翌日9:00

2024年度 事業報告



○利⽤者の発達年齢や状況に合った活動
→ ５つのプロジェクトの実⾏

① ⾼校⽣プロジェクト：卒後を意識した⾃⽴プログラム
② にこワゴン：社会参加⽀援
③ トイレトレーニング：⾝辺⾃⽴⽀援
④ 作品発表(10⽉下旬とよま⽂化祭)：表現への意欲向上
⑤ 歩こう会：健康増進、情緒安定、保護者⽀援

○チーム⽀援の構築
→ 情報共有の仕組み、複数スタッフによる⽀援会議の定着。

保護者対応/⽀援計画等の役割分担。ITの活⽤による業務の効率化。

○就労⽀援事業所との合同企画
→ 畑作業（草取り、⽔やり、収穫）、販売準備の⼿伝い、合同収穫祭

○地域活動の充実
→登⽶公⺠館、登⽶社会福祉協議会との連携継続。にこワゴンの実施。

広報（にこdeま〜る、かなdeま〜る、SNS、写真アルバム）の精査。

①子ども広場にこま～る：放課後等デイサービス事業 定員10名

地域生活支援まるま～る：日中一時支援事業 定員5名

１）制度事業

2024年度 事業計画

2024年度 事業報告：子ども広場

○ ①,③夏休みを中⼼にご家族の希望に沿って実施。 ②近所の物産館
で1度⾏った。スタッフ体制が整わず定期的には出来ず。④積極的に
実施し地域の⽅々に評価をいただいた。⑤歩くのに適した時期に⽉1
回実施。地域活動は継続したい。
○ ⻑年利⽤された⼦2名が卒業したが、⽀援を学びたいとボランティ
アで来たり、つながりを持ち続けてくれている。

○公⺠館/社協との連携は頻度が増えた。放課後児童クラブ
との交流、サブカルイベントやフォトイベントに参加するな
ど、地域交流の機会が増えた。
○かなdeま〜るを復活させた。⼦ども達の様⼦や⾏事内容な
ど写真を多めに⽉１〜２回発⾏。保護者へはLINEで配信し、
⼀部はインスタに投稿するなど、活動報告を密にした。
○写真アルバムはスタッフ体制が整わずほとんど未実施。そ
の代わりかなdeま〜るの発⾏頻度を上げた。

○とよま夏祭りへ就労事業所と合同で参加、にこワゴンの活
動を⾏った。作業などで合同企画はできなかった。

6.0

【

2024年度延利用者数
2,897名

(利用者平均9.5人/日）

・子ども達の安心と活躍の場をつくる
・関わり合ってお互いを知る
・育ち合う関係を創る

○スタッフ情報共有：⽉1回のMTG、SNSグループ、毎⽇の振り返り
時間の確保、ファイリングの⾒直し等により向上した。
○保護者との連絡ツールでLINEが定着。情報共有の⼿数が減りかつ
迅速になった。個⼈情報は紙での共有を継続するなど、内容により
ツールを使い分けた。
○後半にスタッフの雇⽤が進み、体制が整ってきた。



１）制度事業

②就労支援事業所かなみのもり：就労継続支援B型事業 定員10名

2024年度 事業報告：就労支援事業所

2024年度 事業計画
○平均利⽤者数向上

22年度：3.66⼈ → 23年度：3.1名/⽇
→ 24年度：4.3⼈

○平均⼯賃向上
22年度\12,153 → 23年度\ 17,234円
→ 24年度\ 22,655円

○カフェ活動の充実（週２回）
収益：22年度\215,720 → 23年度\500,547 
→ 24年度\ 1,022,680
開店⽇数/来客者数：22年度60⽇/291⼈→23年度101⽇/536⼈
→ 24年度101⽇/1369⼈

→ ランチの充実、企画やメニューの精査、カフェ環境の整備
等により、ご近所の⽅の利⽤が格段に増えた。

○クッキー売上：
22年度\373,220 → 23年度\340,050 → 24年度\ 421,100

→ 出張販売は昨年同様だが、カフェでの売上が増えた。
○交売上：

22年度\199,494→ 23年度\418,095 → 24年度\ 153,049
→ ふるさと納税の返礼品での注⽂が振るわなかった。

施設外作業：農作業、公園清掃業務
22年度\333,800 → 23年度\170,155 
→ 24年度\ 623,140

施設内作業：箱折り、ピン差し
22年度\402,255 → 23年度\1,063,047 
→ 24年度\ 1,370,518

→ 作業速度も品質も向上し、相⼿⽅の信頼を得られるように
なり、種類/量ともに着実に上がっている。

・自分でできることを増やそう
・地域の方々とつながろう

若葉園⾒学ゆうと

【その他の取り組み】

 ○施設外就労：農業 (株)⾼橋農園

 ○施設内作業：請負作業 シンワ電装(株)、(株)ワールド、(株)菓房⼭清

 ○受託作業：公園整備事業 登⽶市住宅都市整備課

 ○カフェかなみ：週２回

 ○商品販売：クッキー販売、イベント出店、交商品の販売

 ○その他の取り組み
・季節⾏事への参加・スキルアップ講座・利⽤者数増加への取り組み
・⼯賃向上への取り組み

2024年度延利用者数
1,039名

(利用者平均4.3人/日）

○その他の取り組
み：登⽶町環境美化
奉仕団との花壇整備
(⽉１回の活動)、近所
の除草作業の請け負
い(２件)、学会参加

・利⽤者の増加
・利⽤者の
休みの減少

・利⽤頻度の向上

・作業技術の向上
→仕事を多く受注
できるように。



３）その他
 ● 主な⾏事○ぴぃすんちデイキャンプ参加 (登⽶市)○東北フードマラソンKIDSスマイルランに参加(登⽶市、4/21)○放課後デイ保護
者会(登⽶市、4/27)○登⽶市南⽅中学校職場体験受け⼊れ(5/13-14)○歩こう会1(5/25) ○はりきゅうレンジャー来訪(5/25)○就労保護
者会(5/29)○⼀般社団法⼈⼤阪男⼥いきいき財団視察研修にて事例報告(南三陸町 5/31)○にょっきり団/移動⽀援Rera総会参加(⽯巻市
6/9)○登⽶⾼校評議委員会1(6/11)○登⽶市社会福祉協議会理事会1(6/12)○仕事の裏側参加(登⽶市 6/16)○登⽶市社会福祉協議会登⽶
/東和圏域協議体会議1(6/17) ○歩こう会2(6/29) ○にこま〜る e-sports体験(7/5)○宮城県コンソーシアムキックオフMTG(7/12)○登
⽶地区ネットワーク会議(7/17)○とよま夏祭り出店者説明会(7/18)○かっぱ市参加(登⽶町 7/25) ○たくらむ会参加(登⽶市 7/26、
8/25) ○登⽶市社会福祉協議会理事会2(7/29) ○ ぴぃすんち交流(8/2)○ とよま夏祭り出店(8/3) ○ ⼤崎中央⾼等学校インターンシッ
プ受け⼊れ(8/10) ○ 放課後デイ/就労合同保護者会(8/28)○ 歩こう会3(8/31) ○ 迫⽀援学校事業所⾒学受け⼊れ1(9/10) ○ 登⽶⾼校ボ
ランティア部活動受け⼊れ1(9/10) ○ とよま秋祭り参加(9/14) ○登⽶市社会福祉協議会理事会3(9/18)○ZEROBASE(フリーペーパー)
取材協⼒(9/26) ○ 歩こう会4(9/28) ○ ⼀箱古本市参加1(9/29) ○登⽶市社会福祉協議会登⽶/東和圏域協議体会議2(9/30) ○ ⽯巻祥⼼
会地域交流祭参加(10/5)○登⽶⾼校ボランティア部活動受け⼊れ2(10/21、25) ○ 歩こう会5(10/26) ○ ハローワーク福祉の仕事説明会
参加(10/29)○ きょうされん東海⽀部視察受け⼊れ(10/30) ○ NPO運営者会議参加(10/30) ○ 南三陸町いのちめぐるまち学会就労⽀援
事業所で参加(南三陸町 11/9) ○ 登⽶⽂化祭展⽰(11/17)○登⽶⾼校「総合的な探求の時間」講師(11/20)○とよまさんぽランドカフェ
参加(登⽶町 11/27) ○ 迫⽀援学校事業所⾒学受け⼊れ2(11/27) ○宮城県⽴佐沼⾼校２年⽣研修受⼊れ(11/28)○ 歩こう会6(11/30) ○ 
⼀箱古本市参加2(12/7)○登⽶市地域福祉⼤会参加(12/21) ○宮城県コンソーシアムカメラワークショップ参加(12/26) ○⽣保協会贈呈
式参加(1/22) ○登⽶市社会福祉協議会理事会4(1/24)○登⽶市⻘年⽂化祭参加(2/2) ○登⽶⾼校評議委員会2 (2/12) ○登⽶市社会福祉協
議会介護部会(3/4) ○ゆめ⾵基⾦総会出席(3/15)○登⽶市社会福祉協議会理事会5(3/17)○南三陸町⾃⽴⽀援協議会(3/25)○ ⼀箱古本市
参加3(3/30) （太字は登⽶市内での地域活動）
●活動への協⼒： ○南三陸町⾃⽴⽀援協議会(委員) ○登⽶市社会福祉協議会(理事) ○登⽶市社会福祉協議会登⽶・東和圏域協議体(委
員) ○宮城県登⽶⾼等学校(評議員) ○ （仮称）地域交流センター整備有識者会議
●研修： ○宮城県集団指導（6/20）○みんなの家介護研修（6/28）○業務改善研修（7/9) ○ ⾃閉症研修（迫⽀援学校 7/31） ○ ⼦ど
もとメディアの正しい付き合い⽅（8/6） ） ○⼦どもの発達と遊び（9/24、10/22）

2024年度 事業報告



●事業承継への取り組み
（24年3⽉：税理⼠/有識者/経験者に相談(以降随時)、奏海理事会(→代表交代者の不在確定)）
24年4⽉：NPO法⼈中間⽀援に相談(以降随時)・事業譲渡先を探し始める・M&A打診する・スタッフMTGで事業譲渡の意向を伝える。
24年5⽉：奏海理事会1・事業譲渡先を探すため登⽶市の団体を中⼼に訪問開始(譲渡先の打診は7⽉頃まで続ける)
24年6⽉：社会福祉法⼈⽯巻祥⼼会（以降祥⼼会）の情報を得る・奏海理事会２・通常総会。
24年7⽉：祥⼼会理事⻑/常務理事/就労部⾨部⻑が奏海の杜を⾒学・奏海の杜理事/職員が⽯巻祥⼼会事業所を⾒学・事業承継⽀援センター

 に相談・奏海理事会3・祥⼼会打ち合わせ1・奏海スタッフMTGで状況を共有
24年8⽉：祥⼼会打ち合わせ２・奏海理事会４(240805)にて事業の承継先を祥⼼会に決定
24年9⽉：祥⼼会理事（15名）来訪し就労⽀援事業所かなみのもりを⾒学。奏海の杜の活動について説明する(240903)祥⼼会との打ち合わせ

3,4(奏海の杜への出向予定職員の来訪)・スタッフMTGで祥⼼会と事業譲渡（スタッフの所属が変わる）⽅向で進めている旨伝
える・祥⼼会理事会にて事業承継を承認(240920)

24年10⽉：奏海理事会５・祥⼼会地域交流祭参加(241005)・祥⼼会との打ち合わせ5(祥⼼会常務理事と奏海の杜スタッフ顔合わせ(241010)
奏海の杜保護者説明会(祥⼼会常務理事と保護者の顔合わせ(241018)・祥⼼会打ち合わせ7(県庁障害福祉課へ祥⼼会常務理事と
訪問、国庫補助⾦名義変更の件相談(241024)・奏海の杜社労⼠/税理⼠に具体的な段取りの相談開始(以降随時)・スタッフMTG
で祥⼼会からスタッフの出向をいただく旨伝える

24年11⽉：祥⼼会との打ち合わせ8,9,10(スタッフ出向の準備、国庫補助⾦で建設した建物の名義変更の⼿続き)、スタッフMTGで祥⼼会
打ち合わせ進捗を共有

24年12⽉：祥⼼会との打ち合わせ11,12（国庫補助⾦名義変更が24年12⽉2⽇に承認されたため、事業譲渡を具体的に進める⽅針を確認）
スタッフMTGで祥⼼会からの出向職員と顔合わせ

25年1⽉：祥⼼会スタッフ1名出向開始。奏海理事会６、祥⼼会監査法⼈(YAC)顧問弁護⼠による業務監査(250128)・スタッフMTGで
勤務体制の変更を伝える（両事業所の管理者、放課後等デイサービス児童発達⽀援管理者の変更）

25年2⽉：奏海の杜利⽤者保護者へおたより（管理者/児童発達⽀援管理者の変更）⻑年の⼤⼝寄付者へ事業承継の報告(次年度の寄付辞退)
祥⼼会と就労事業/具体的な⼈事労務関係の打ち合わせを開始(以降頻回)、スタッフMTGで事業承継⽇（雇⽤変更⽇）を共有、
⽇々の業務を祥⼼会のやり⽅に変更を開始

25年3⽉：奏海理事会７、3/15基本合意書調印、スタッフMTGで法⼈変更に伴う業務変更点共有(4⽉より実質的管理者を出向職員へ移⾏)

2024年度 事業報告



４）実施体制に関する事項

◇総会・理事会 【主な議題】

第1回理事会 2024年5月12日 総会議事内容 (zoom)
通常総会 2024年6月8日 2023年度事業/収支報告、2024年度事業/収支計画
第2回理事会 2024年6月8日 役員報酬等について
第3回理事会 2024年7月29日 代表変更/事業承継の相手先について
第4回理事会 2024年8月5日 事業承継の相手先、団体の存続について
第5回理事会 2024年10月4日 事業承継のスケジュールについて
第6回理事会 2025年1月21日 事業承継のスケジュール、残余財産/清算人について
第7回理事会 2025年3月6日 事業譲渡、定款変更、臨時総会の招集について

◇役員/職員について(2025年3月末)
役員総数：8名（理事7名、監事1名）代表理事：太齋京子
職員総数：17名（常勤5名、パートタイム8名、運転手1名、出向1名）

 ◇会員の構成（2025年3月末）
正会員 15名（個人14 法人1）賛助会員 92名（個人74 法人18）
合計388,800円の会費・ご寄付をいただきました。

2024年度 事業報告


